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今までにまとめてあった「指数関数の実験」を少し変えて「半減期についての実験」 

のプランを作りました。実際に高校（または中学）の授業で使うことを想定したもの 

です。 

 

［実験の目標］ 放射性物質の崩壊という現象について，サイコロを使ったシミュレー 

       ションを行います。 

[実験]    サイコロを投げて1の目だけを取り除きます。この操作を10回行い， 

現象の様子が 指数関数ｙ＝  に近いことを確認します。 

      

[実験の形態]  学生実験 

 

 ［準備する物］ サイコロ （100個×グループ数） 

半対数方眼紙 1枚／人 

  電卓 1個/人 

 

[実験]     ①次の問題を提示する。 

       ―――――――――――――――――――――――――――――― 

       「放射性物質は，放射線を出して崩壊し別の物質に変わります。 

        ある放射性物質は 1日（24時間）で１／6の物質が崩壊すると 

いいます。 

        最初，100個の原子があったとしたとき 

（１） 10日後には 何個の原子が残っているでしょうか。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

（２） またこの原子の数が半分になるのは，何日後でしょうか。」     

―――――――――――――――――――――――――――――  

        次のように説明する。  

“ｎ日後の原子の数をｙ個とすると 

            ｙ＝  

               という式で表されます。 

         ｎ＝0からｎ＝10までについて電卓で計算すると次のようになり 

ます。 

                



ｎ日 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

ｙ個 100 83  69  58  48  40  33  28  23  19  16  

                                             

       この表から， 

（１）の答は「16個」 

（2）の答は「大体4日」となります。 

サイコロで実験してみましょう。” 

② 学生を4～5名のグループに分ける。 

      ③ 各グループに サイコロを100個渡す。 

      ④ 100個のサイコロを振って １ の目が出たサイコロを除外する。 

      ⑤ このことを10回繰り返す。 

      ⑥ 半対数方眼紙に実験のデータと 

ｙ＝100（５／６）ｎ 

のグラフ(直線になる)を記入して，ほとんど同じになることを確認 

する。 

       

[実験の結果]  東京電機大学における学生実験の結果（2010年 7月 1日） 

 

 

年 
計算

値 
  実験値                   

    1班 2班 3班 4班 5班 6班 7班 8班 9班 
10

班 
  
平均

値 

0 100.0  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100    100.0  

1 83.3  81  89  86  86  85  82  83  82  79  80    83.3  

2 69.4  70  79  78  61  68  72  75  71  67  65    70.6  

3 57.9  59  66  67  51  54  57  65  61  57  58    59.5  

4 48.2  49  56  59  45  48  46  53  51  51  49    50.7  

5 40.2  41  50  46  38  34  36  44  42  41  44    41.6  

6 33.5  33  36  39  29  27  30  35  34  38  39    34.0  

7 27.9  28  30  30  21  20  26  30  29  32  34    28.0  

8 23.3  19  28  26  18  15  25  23  22  26  28    23.0  

9 19.4  16  26  23  14  12  18  23  20  21  24    19.7  

10 16.2  16  22  23  12  8  14  22  16  14  18    16.5  

 

             この計算値と平均値を半対数方眼紙に描くと次のようになります。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[補充１]このグラフで，縦軸が50個のところを見て行くと，横軸が3．8（日）あたりに 

なります。このことから，「原子の数が半分になるのは，約3.8日後である」 

    ことが分かります。このことを， 

     「この放射性物質の半減期は 約3．8日である」 

   といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[補充２]「半減期が 3．8日後」ということを計算で求めるには，次のようにします。 

      

    「半減期とは， ｙ＝ という式で，yが50になるときのｘの値 

    のことである。 

 

     すなわち ＝  を解けばよい。 

     対数表（または関数電卓）を使うと， ＝ ， ＝  という 

ことが分かるので， 

         

     これから， 

        -0.0792x＝-0.3010 

     が得られ，結局，ｘ＝  ＝3.801 が得られる。」 

 

 

 

 

［補充３］福島第1原子力発電所の事故で放出された放射性物質は，公表されたもの 

だけでも３１種類にのぼります。 

そのうちのいくつかの半減期は次のようになります。    

 

  放射性物質 半減期 

  キセノン１３３ 5日 

  セシウム１３７ 30年 

  ヨウ素１３１ 8日 

  ヨウ素１３３ 21時間 

  ストロンチウム９０ 25年 

  プルトニウム２３９ 2万 4000年 

                     （半減期は大体の値です） 


